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　本県は恵まれた自然条件と、大消費地である首都圏の中にある産地という

「地の利」を生かし、産出額が全国第５位の花き、全国第７位の野菜をはじめ、

米、麦、果樹、畜産など多彩な農産物が生産されています。また、県土の３

分の１を占める森林は木材を供給するだけでなく、水源の涵
かん

養、二酸化炭素

の吸収・貯蔵などにも大きな役割を果たしています。

　農林業・農山村は、食品産業や観光業などと結びつき、地域の経済や県民

生活に活力をもたらすなど重要な役割も担っています。また、県土の保全や

水源涵養などを通じて県民生活の安心を築くとともに、美しい風景や伝統文

化の維持・形成など通じて県民の豊かな暮らしにも寄与しています。

　一方、農業従事者の高齢化が進む中で、これからの農業の担い手を確保す

るとともに経営力の高い農業経営体を育成することが重要となっています。

また、経済のグローバル化を背景に、農業分野においても国内外の産地間競争が一層激しくなることが予想

されています。

　県では、こうした環境の変化に的確に対応し、農林業・農山村の持続的な発展を図るため、「埼玉農林業・

農山村振興ビジョン」を策定し、農林業の稼ぐ力、農林業に係わる人財力、農山村の地域力を高める取組を

進めています。

　農林業の「稼ぐ力」を高めるため、食品製造業者など需要者からの要望に応えるオーダーメイド型産地の

育成や新たな地域食材の創出支援による農産物の競争力強化、伐採時期を迎えた森林の皆伐・再造林による

県産木材の増産と利用拡大などに取り組みます。

　また、農林業に係わる「人財力」を高めるため、農業大学校と農業高校との連携強化による新規就農者の

確保や埼玉農業経営塾の開講による経営感覚を備えた稼げる人材の育成、女性農業者の経営力向上などに取

り組みます。

　さらに、農山村の「地域力」を高めるため、観光農園の収益力向上や地域の食と農林業体験の情報発信強

化、移住相談窓口の設置による農山村への移住促進などに取り組みます。

　こうした取組を通じて、本県農林業の成長産業化と農山村のもつ様々な機能の充実を図り、豊かで安らぎ

ある県民生活の実現を図ってまいります。

　この冊子は、埼玉農林業の現在の姿や平成 29年度の主な施策をグラフや写真を使ってまとめたものです。

　県民の皆様をはじめ多くの方々の御理解を深めていただく一助となれば幸いです。

　　　　　　　　　　　　　　　平成 29年７月
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